
第３学年１組 理科学習指導案
指導者 教諭 三好美覚

日 時 平成１２年１０月１８日 第 ５ 校 時 13:25～14:15 場 所 第２理科室
単 元 生物界のつながり

○ 微生物の働きを調べ、植物、動物及び微生物を栄養摂取の面から相互に
目 関連付けてとらえるとともに、自然界では、これらの生物がつり合いを保

って生活していることを見いださせる。
○ 学校周辺の身近な自然環境について調べ、自然環境は自然界のつり合い

標 の上に成り立っていることを理解するとともに、自然環境を保全すること
の重要性を認識させる。

○ 本単元は、中学校で学習する最後の生物教材であり、総まとめの教材で
ある。できるだけ学校周辺の身近な自然環境から課題を見付け、地球に存
在する植物・動物・菌類や細菌類のつながりを総合的に考えさせたい。食
物連鎖には生きている生物を食べるつながりのほかに、植物の遺体や動物
の死体、糞などの排出物を食べるつながりがある。この分解者（菌類、細

指 菌類）の有機物の分解から、自然環境と生物間の元素循環についての理解
を深めることも大切である。

新教育課程では、「自然と人間」の単元において扱う内容となる。この
観点からも生徒自身が身近な自然に対して興味・関心を持ち、自然の中の
一構成員としての心構えをもたせ、環境保全への積極的な態度を育てるこ
とが重要である。

○ 生徒は、化学的な反応などから新たな発見をすることは得意であるが、
ふだん見慣れた自然から新たな発見をすることは少ない。そこで、学校周

導 辺の身近な自然環境を調べる活動を通して課題を見付け、解決する授業展
開が必要と考える。生産者である緑色植物の光合成については第１学年、
動物が自分で栄養を作れず植物や動物を食べて生活している消費者である
ことは第２学年で学習をしている。なお、多くの生徒が、葉や生物の死が
いが腐り土になると考えており、腐るという現象に生物が関係していると
いう理解が十分でない。つまり、目に見える小動物でのみ現象をとらえて
いる。そこで、既習事項を活用した発展的な学習となるよう授業設計し、
試みる。

観 本年度、３学年は「化学変化とイオン」の単元において、問題解決的な
学習に取り組んだ。発展的な問題解決学習は今回が初めてである。

○ 日常生活の身近な現象のなかから生徒自身が疑問をもち、探究活動を重
ねていくことができるよう、個別化・個性化を図った授業展開をしたい。

そこで、地域の自然観察から課題を発見し、解決する展開とする。課題
の発見においては、概念地図法を用いたい。この概念地図の利用は、疑問
を整理し問題を把握する道具としての活用を考えている。問題解決におい
ては、情報交換掲示板を利用し、各班の学習経過の共有化にも工夫を行い
たい。毎時間の実験経過は、生徒の学習記録や自己評価表により把握し、
個々への対応を行いたい。
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